
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

(資料)経済産業省「鉱工業生産活動指数」より作成。(注)生産活動 5-6 月は予測。 

日本経済の 2022 年 4 月の生産動向は、ウクライナ侵攻に伴う原油等のエネルギー価格の

高騰、金属等の価格上昇、中国のゼロコロナ政策によるサプライチェーン問題の深刻化等

を反映し、改善スピード、水準共に悪化する動向となった。また、在庫も前年水準で積み

あがる動きとなっている。しかし、中国の北京、上海の経済活動が再開する方向にあるこ

と、日本国内の観光客政策も緩和の方向にあることなどから、今後の生産活動ついては上

向く方向での見方が強くなっている。 
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朝日田コーポレーション 

●メールアドレス： info@sapporo-php.co.jp 

●ホーム ページ：http://www.sapporo-php.co.jp: 

 

 

 


